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な
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蜃
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□
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今
後
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研
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▼
第
３
回
理
事
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１０
月
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）
Ｗ

ｅ
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会
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▼
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遭
難
を
考
え
る
」
講
演
会

Ｈ
月
２６
日
（金
）
Ｗ

ｅ
ｂ

▼
冬
山
遭
対
会
議
　
１２
月
１４
日

（火
）
Ｗ

ｅ
ｂ
会
議

（予
定
）
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愛知県山岳遭難防止対策協議会

′
　
　
愛
知
県
山
岳
遭
難
防

山
【
　

冒
頭
、
伊
藤
会
長
が

低

〓
年
の
山
岳
遭
難
事

師一一動̈魯くの響口”一中での国フレ

も
猿
投
山
や
日
本
ヶ
塚
山
な
ど
で

発
生
し
て
お
り
ま
す
。
山
は
ど
ん

な
低

い
山
で
あ

っ
て
も
リ
ス
ク
の

あ
る
こ
と
を
今
後
も
啓
発
し
て
い

き
た
い
と
思

い
ま
す
。
」
と
挨
拶

し
、
会
議
に
入
り
ま
し
た
。

ｌ
．
令
和
２
年
度
事
業
報
告

・
Ｈ
月
７
日
（土
）
第
９
回
鈴
鹿
山

系
連
絡
協
議
会

（滋
賀
県
）

。
Ｈ
月
８
日
（日
）
遭
難
防
止
啓
発

活
動

（御
在
所
岳
登
山
口
）

。
Ｈ
月
２７
日
（金
）
第
２４
回

「遭
難

を
考
え
る
」
講
演
会

（Ｗ

ｅ
ｂ
）

。
令
和
３
年
２
月
９
日
（火
）
第
１

回
登
山
勉
強
会

（Ｗ

ｅ
ｂ
）

２
．
令
和
３
年
度
事
業
計
画

・
令
和
３
年
４
月
１８
日
（日
）
春
の

安
全
登
山
と
自
然
保
護
啓
発
活

動

（御
在
所
岳
周
辺
）
中
止

ｏ
４
月
２０
日
（火
）春
山
遭
難
対
策

会
議

（Ｗ

ｅ
ｂ
会
議
）

ｏ
５
月
１８
日
（火
）
読
図
講
習
会
①

（初
級
コ
ー
ス
Ｗ

ｅ
ｂ
講
習
）

・
５
月
２５
日
（火
）
読
図
講
習
会
②

発生年 発生件数(件 )
遭難者数 (人 )

死  亡 行方不明 重 傷 軽 傷 無事救出 合 計
令和元年 25 3 0 3 16 14 36

令和2年 38 1 0 6 23 41

愛知県内における山岳遭難発生状況

(令和 2年 ) 発行元 愛知県警察本部地域総務課

※ この統計結果は、愛知県警察が認知した山岳遭難を集計したものであり、他の救助機関等が公
表する統計とは異なる場合があります。

1 月別発生状況 (遭難者数による表示)

令和 2年は、8月 と 11月 の発生が最も多く、年間を通じて、令和元年よりも増加し

ております。
山岳遭難は、ほぼ毎月発生していることから、登山の時期に関らず、遭難防止対策を

しつかりと立て、登山をするようにしてください。

年/月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

令和元年 1

令和2年

爾

1 1

+5 +6 十 o

12
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□令和元年

■令和 2年

２

　

　

０

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月  10月  11月  12月

(※ 数字は、遭難者人数を表しています。)
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（中
級
コ
ー
ス
Ｗ

ｅ
ｂ
講
習
）

・
５
月
３０
日
（日
）
読
図
講
習
会
③

（大
高
緑
地
公
園
実
技
講
習
）

ｏ
７
月
１６
日
（金
）
全
国
遭
難
対
策

協
議
会

（Ｗ

ｅ
ｂ
会
議
）

。
１０
月
２
～
３
日
　
救
助
技
術
研

習

・
講
習
会

（会
場
未
定
）

。
１１
月
２６
日
（金
）
第
２５
回

「遭
難

を
考
え
る
」
講
演
会

（Ｗ

ｅ
ｂ
）

。
‐２
月
１４
日
（火
）冬
山
遭
難
対
策

会
議

（Ｗ

ｅ
ｂ
会
議
）

つ
づ
い
て
愛
知
県
警
よ
り
、
山

岳
遭
難
発
生
状
況
に
つ
い
て
、
令

和
２
年
中
、
愛
知
県
内
に
お
け
る

山
岳
遭
難
の
発
生
件
数
は
、
過
去

１０
年
間
で
最
多
と
な
る
３８
件
４‐
名

で
本
年
は
す
で
に
１４
件
１６
名
が
発

生

（４
月
末
現
在
）
し
て
お
り
、

昨
年
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
あ
る
。

増
加
し
た
背
景
に
は
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
三
密
を
避
け
る
た
め
、

近
郊
の
山
岳
に
お
け
る
レ
ジ
ャ
ー

客
の
増
加
が
考
え
ら
れ
、
昨
年
を

上
回
る
山
岳
遭
難
の
発
生
が
危
惧

さ
れ
る
。

ま
た
、
山
岳
遭
難
対
策
と
し
て

本
県
警
察

で
は
、
山
岳
救
助
隊

（設
楽
警
察
署
と
新
城
警
察
署
に

編
成
）
が
広
報
活
動
や
登
山
道
の

安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
山
岳
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行

っ
て
い
る
。

県
民
の
皆
様
に
対
し
、
登
山
等

に
は
必
要
な
装
備
の
確
認
や
無
理

の
な
い
計
画
を
立
て
、
万

一
、
遭

難
し
た
際
に
救
助
を
迅
速
に
行
え

る
よ
う
に
登
山
計
画
書
を
身
近
な

方
々
や
警
察
に
届
け
出
る
よ
う
周

知
す
る
。

◆遭難者の年齢及び原因別発生状況 (遭難者数による表示)※前年比

年代/原因 道迷い 転仁1 滑落 転落 その他

10歳未満 0(± 0) 0(± 0) 0(± 0) 0(± 0) 0(± 0)

10歳代 0(± 0) 0(± 0) 0(± 0) 0(± 0) 0(± 0)

20歳代 2(-1) 1(+1) 0(± 0) 0(± 0) 1(+1)

30歳代 1(+1) 0(± 0) 0(± 0) 0(± 0) 1(+1)

40歳代 3(-3) 2(± 0) 1(+1) 0(± 0) 3(+2)

年代/原因 道迷い 転倒 滑落 転落 その他

50歳代 1(+1) 0(-1) 1(+1) 1(+1) 5(+4)

60歳代 0(-1) 1(± 0) 2(± 0) 0(-2) 3(± 0)

70歳代 4(+2) 3(+3) 1(± 0) 1(-1) 2(-5)

80歳代 0(± 0) 0(± 0) 0(-1) 0(± 0) 1(+1)

遭難者人数を表 しています。)

10歳未満 10歳代  20歳代  30歳代  40歳代  50歳代  60歳代  70歳代  80歳代

■道迷い

国転倒

圏滑落

回転落

□その他

山岳遭難の発生原因の約 3割が、『道迷い』によるものです。
事前に登山をする予定の山岳に関する情報を集め、登山計画をしつかりと立てるこ

とで、道迷いによる山岳遭難を未然に防ぐことができます。

また、登山目的に見合った装備品を用意して、事故防止に心掛けてください。

警察への救助要請の中には、体力不足による救助要請もありますので、自分の能力

に見合つたグレー ドの山を選び、楽しい登山にしましょう。

◆態様別人数

平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和 2年

道迷い 18 15 26 12

転倒 6 6 8 4 7

転落 。滑落 8 4 8 7

疲労・病気 0 3 3 2 12

その他 1 0 0 10 4
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令
和
２
年
度
日
山
協
山
岳

共
済
会
事
業
報
告

令
和
２
年
度
の
山
岳
共
済
会
加

入
者
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
大
幅

に
減
少
し
、
４
６
，
４
４
６
人
に

朗
田
キ■一っ
弁ヽヽ
。

Ｗ

ｅ
ｂ
加
入
者
は
、
７
８
１
人

（前
年
対
比
６
５
６
人
減
）
で
前

年
比
半
減
し
た
。

ト
レ
ラ
ン
保
険
の
加
入
者
は
、

５
０
９
人

（前
年
比
５２
人
減
）
、

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
保
険
の
加
入
者
は

２
１
４
人

（前
年
比
４２
人
増
）
で

微
増
し
た
。

▼
共
済
会
加
入
者
数

（令
和
３
年

３
月
３‐
日
現
在
）
４
６
，
４
４
６

人

（前
年
比
６
，
５
７
０
人
減
）

。
内
　
訳

【個
人
加
入
】
３
２
，
０
３
６
人

（前
年
比
３
，
１
２
６
人
減
）

登
山
　
１
０
，
０
７
３
人

（前
年

比
１
，
２
６
３
人
減
）

ハ
イ
キ
ン
グ
　
２
１
，
２
８
９
人

（前
年
比
２
，
５
３
７
人
減
）

【団
体
加
入
】
１
４
，
３
９
５
人

（前
年
比
３
，
３
８
５
人
減
）

登
山
　
８
，
１
６
３
人

（前
年
比

１
，
５
３
４
人
減
）

ハ
イ
キ
ン
グ
　
６
，
１
８
３
人

（前
年
比
１
，
９
０
０
人
減
）

※
共
済
会

の
み
加
入
者
　
１５
人

（前
年
比
５９
人
減
）

（登
山
月
報
よ
り
引
用
）

大
矢
康
裕
氏
が
出
版

こ
の
度
、
大
矢
康
裕

（気
象
予

報
士

・
デ
ン
ソ
ー
山
岳
部
）
氏
が

気
象
遭
難
を
引
き
起
こ
す
背
景
を

探
り
、
事
故
を
防
ぐ
手
立
て
を
教

訓
に
し
た

「山
岳
気
象
遭
難
の
真

実
」
を
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

屏
風
岩
東
陵
登
攀

常
任
理
事

。

　

一呂

木

　

宏

メ
ン
バ
ー
は
会

の
代
表
と
二

人
。
計
画
で
は
屏
風
岩
東
陵
を
登

っ
て
西
穂
高
ま
で
縦
走
の
予
定
で

し
た
。
３０
年
以
上
も
前
な
の
で
沢

渡
か
ら
は
徒
歩
で

一
日
か
か
り
、

横
尾
の
避
難
小
屋
に
着
い
た
の
は

夕
方
で
し
た
。

二
日
目
は
、
Ｔ
４
テ
ラ
ス
ま
で

登
り
１
泊
。
三
日
日
、
雪
を
払
い

な
が
ら
の
登
攀
と
食
料
で
重
い
ザ

ッ
ク
の
荷
揚
げ
に
時
間
が
掛
か

り
、
降
雪
も
ひ
ど
く
な

っ
て
き
た

の
で
昼
過
ぎ
に
は
ビ
バ
ー
ク
を
決

め
ま
し
た
。
自
分
は
岩
棚
に
座
り

代
表
は
ぶ
ら
下
が
り
の
状
態
で
ツ

エ
ル
ト
を
被

っ
て
長
く
て
寒
い
時

間
を
我
慢
し
ま
し
た
。

翌
日
、
元
旦
の
朝
は
快
晴
に
な

リ
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ダ
ス
ト
が
キ
ラ

キ
ラ
と
輝
い
て
い
ま
し
た
。
登
攀

を
続
け
て
終
了
点
に
や
っ
と
着
い

た
の
は
昼
過
ぎ
で
し
た
。
そ
れ
か

ら
樹
林
帯
の
雪
払
い
を
何
時
間
も

す
る
も
平
坦
な
場
所
が
見

つ
か
ら

な
い
の
で
、
終
了
点
に
戻

っ
て
ツ

エ
ル
ト
の
張
れ
そ
う
な
所
で
幕
営

し
よ
う
と
決
め
て
、
代
表
が
ザ
ッ

ク
を
置
く
と
雪
は
崩
れ
て
ザ
ッ
ク

は
落
下
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
自

分
の
ザ
ッ
ク
に
は
食
料
は
有
る
も

の
の
コ
ン
ロ
は
無
く
、
水
が
作
れ

ず
飲
ま
ず
食
わ
ず
の
二
日
目
の
ビ

バ
ー
ク
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

平
坦
な
雪
面
だ
と
思

っ
て
い
た
所

も
雪
が
落
ち
た
ら
２
人
が
や
つ
と

座
れ
る
ス
ペ
ー
ス
だ
け
に
な
り
、

ま
た
お
座
リ
ビ
バ
ー
ク
に
な

っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

翌
日
は
何
度
か
懸
垂
下
降
を
繰

り
返
し
Ｔ
４
テ
ラ
ス
に
戻
る
と
代

表
の
ザ
ッ
ク
が
あ
り
、
こ
こ
に
幕

営
し
て
い
た
人
の
メ
モ
も
あ
り
ま

し
た
。
ザ
ッ
ク
の
中
の
ト
ラ
ン
シ

ー
バ
ー
は
徳
沢
小
屋
に
預
け
て
お

く
、
自
分
達
は
登
攀
せ
ず
に
帰
る

と
の
こ
と
で
し
た
。
Ｔ
４
テ
ラ
ス

で
水
を
作
り
た
ら
ふ
く
飲
ん
で
か

ら
横
尾
の
避
難
小
屋
に
戻
り
ま
し

た
。
避
難
小
屋
で
は
知
り
合
い
の

ポ
リ
ニ
エ
の
メ
ン
バ
ー
の
宴
会
に

参
加
し
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ

ま
し
た
。

ポ
リ
ニ
エ
の
メ
ン
バ
ー
は
菱
形

岸
壁
の
冬
期
初
登
攀
を
狙

っ
て
何

日
も
ラ
ッ
セ
ル
し
た
け
ど
岩
に
は

触
れ
ず
残
念
だ

っ
た
と
、
あ
な
た

達
は
岩
に
触
れ
た
だ
け
で
も
良
か

っ
た
と
喜
ん
で
も
ら
え
ま
し
た
。

翌
日
、
徳
沢
小
屋
で
壊
れ
た
ト

ラ
ン
シ
ー
バ
ー
を
受
け
取

っ
た
時

は
、
Ｔ
４
テ
ラ
ス
の
人
に
ザ
ッ
ク

が
当
た
ら
ず
に
す
ん
で
、
本
当
に

良
か

っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
（Ｇ
Ｓ
Ａ
）

～店舗が移転しました～

山用品の専門店

駅前アrl■ス
T460… 0011
名古屋市中区大須4-1-9(菱水 ビル lF)

地下鉄 。矢場町駅 徒歩 8分
丁EL 052-446-6511

ゴ  'し
て監需懺 5

夢′嘉痛
〒448-0825
刈谷市神明町6408
丁EL 0566(23)8611

営業時彫 10:00～ 20:00

建設業許可を取りたい、日本国籍を取得したい (帰
化 )、 遺言を公正証書で作成したい、戸籍謄本や除

籍謄本を代行取得して欲しい、任意成年後見の相談

をしたい、会計記帳を頼みたい等々

a ぃ   ば   しょぅ

脅♭
4・
・孝

〒460-0003名 古屋市中区錦三丁目13番 22号
TEL〈 052〉 951-1166番

営業時間  午前 11100～午後 2:30
午後 4:∞～午後 8:00

定 休 日   日曜日。第二・第二月曜日

〒460-0002 名古屋市中区丸の内 3丁 目21番21号
ω弓漿女慶大遁駅から2分の 丸の内東桜 ビル1004号室

TEL:090-4857-9130
∪RL:http://www.nygs¨ office.com/


